
                  
                  
                  

           
             
            
             

    

             
             
            
             

        

            

第３回高森町小  校運営 議  

自ら考え自ら判断行動できる子どもは、 
  幼少期からの関わり次第で伸びる、育つ 
◆１２月９日  第３回 高森町小  校運営 議 が高森町 央公民館大 議室  われま

  。今回 高森町小 ３校 校長先 方   話 合 課  出  も   そ こ  つ

  熟議   ま  。要約   以下 ３点   ま 。 

１ 「非認知能力」について情報共有する 

２ 自ら考え自ら判断行動できる子どもを育むには、どうすればいいのか 

３ 挨拶を何とかしよう 

◆「             子 も」  高森町 「保小 １２年 」 育   子 も

    。それぞれ  校  校グランドデザイン・運営ビジョン も   こそ違 も  

     謳われ  ま 。「挨拶」 つ  も同   。 

ま          指導要領 育成  こ  目指  子 も  質・  3つ  ち 

一つ 当  ま 。そこ  これ   わ せ熟議 柱 2本   ま  。 

○非認知能力について確認し、自ら学び自ら判断行動できる子どもを

育むために、家庭・地域・学校ではどう取り組めばいいのか考えよう 

○挨拶についても考えよう 
◆          ょ  。 議    まずこ こ  確  情報 共有 ま  。 
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高森町 CS地域 校  本  

高森町公民館 

高森の子どもは、高森町全体で伸ばす・育む 



◆  指導要領   育    質・   3つ 柱  ち 「 び 向   ・  性 」が 

こ       当     され  ま 。 

     得    く それ              わ   く   土台    が

重要 あ        づ   ま 。 

非認知能力を伸ばし 
自ら考え自ら判断行動

できる子どもを 
育むために 

 家庭     こ    
幼少期から、是非心がけていきたいことです 

○子 も    与  こ   子 も   肯定感   有 感 持つ 

○子 も 否定  こ が  が      肯定  こ  

○「   み 」そ  「がんば   」 声掛 が子 も 伸ば  

○子 も 任せ  させ み  見守      ほ  こ が大事 こ 繰 返  育つ 

○   経験 積ませ こ  成功 験も失敗 験もそ 子        ず 

○子 も 好  得意        伝   

○「子 も 一    」   見    親 価値観 押 付        

○親子 一緒       験   こ が そ 子       大切 も     

○「子 も 親 背  見 育つ」 

○親も地域  事 参   こ  親      わ 方が大事 

○親 真剣   見せ （仕事 趣味   楽 そ        ） 

 地域     こ    
子どもを主体に考えた取り組みを是非行いたいものです 

○地域 事 企画段階  児童 徒 参画させ  大     事    こ  

○交流 事  化祭 保小 小 が参  準備段階     担 子 も 導   校 保護者

が支援   

○町内 清掃 防災訓練 子 もが   担 提案  場 作  防災マップ 作    

○地域が 校   こ が大事 写真   ぱ  み わ  「 校  子紹介」 回覧   

「             子 も」  ・・・
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○ボラン ィア 仕 み 整  （謝金） 保護者もボラン ィア     者 募  

○苦情 気   こ     く子 も  校が頑張    こ    こ （些細 こ  

も）  校 伝   く 子 も ち も先  ち も励み    

○地域  つ   地区 事  通  地域 大   交流    作 出  

  校     こ   地域 携も含    
○地域（伝統） 事       授業           

○子 も ちが「   」授業 おこ   

○児童   徒     級    性化 児童 徒  治    賦 化 

○子 も 「    こ 」      へ 支援   （個   ・グ  プ  ） 

○子 も 「    」 家庭  校 地域 共有   

○高森北小 ふれあ 参観日   も良 例（オ プン  校） 

地域 方が講師  携が     仕 み       

○「地域 援ボラン ィア」       み 小 校高 年ま 拡

大       参   地域   頼  され 経験 積  

○地域   援隊    さ   性化   

○   サポ      び お  環境づく （夏休み 放課後） 

○町図書館も         へ フォ  も 

  校「高森   」     

南小「   み  ！」  践 



◆三校 ウェ ビ イング 践校    み  「   み  ！」  こ ん   。総合 

   課  見つ        させ  く過程  び    まさ       駆使 

     子 も 具      。   く    性   性  画性       子

 も ち       振 絞     ま 。こ  践  目指 高森町 子 も像   

   大           ま 。 

○次    課 も指摘されま  。 

▼ 校      ディネ タ   相談   地域   子 も 「こ    」 支  れ

  （地域 保護者）が必要    

▼ 校   子 も 情報が発 され      地域  子 も  子 発      双方

向  情報交換が  せつ 

▼ 校 保護者 意見交換 場が大事 あ  

「挨拶の町 高森」を掲げて全町で取り組もう 
◆次 「挨拶」 つ  熟議 ま  。高森の子は挨拶ができないわけではない。以前より良く

なっている。大  も  れ  も挨拶   こ  抵抗があ も 。まず 大人が自分から挨

拶を実行することが肝要          提 意見 出  も  ま  。 

○ 少     つ が大事 ほ  こ が大切 家庭   大    慣が大事 

○声      こ （地域 も 校 も） 

○PTA    盛  み三校 同           児童   徒  も        

○登校  あ さつ運  地域 保護者（PTA）  職員 校門 通 路 立つ 

○地元商工   こ も 見    挨拶 声掛  積極   

○    町ぐ み 「挨拶 町高森」  掲げ        意見     ま  。 

高森全町挙げて、「挨拶の輪」を広げられたらいいなと思います。 
 

学校支援ボランティア活動の報告です 
◆私が    わ      

北小 校 ふれあ 参観日  

  指導    校美術  外

 指導  。 

◆ふれあ 参観日   「サン

ドブラ  」  法  それぞ

れ 好  模  つ  グラ 

 完成させま  。見本 真似      く 参 

者それぞれが「   持      」こ  楽 さ

   こ が出来        感   ま 。 

◆  校    指導 併せ 小原が丘際    ジバック  作指導  ま  。 

 徒達 イメ ジ   させ      作段階毎 少 ずつ ヒン  与 ま  が  級 

が下級  導  が それぞれ        縦 3.3 メ   横 6メ    迫 作品   

 完成させま  。 級  「        く」こ       ま が 下級  ま ま

   。    失敗 恐れず 作品 完成させ  く事   徒それぞれが「  が   」

   有 感 達成感 得 こ    ま 。（地域コーディネーター 村松裕志さん：山吹） 


